
票

操

清

算

制

検

討

の

1
1
i銭
業
の
票
援
変
換
を
中
心
と
し
て
|
|

f車

情

行

永

てコ

範

時事

の

民
国
二
十
二
年
、
上
洛
新
式
銀
行
側
に
た
い
て
票
擁
交
換
所
の
設
立
さ
れ
し
以
前
K
あ
っ
て
は
、
匪
劃
面
目
揚
の
清
算
は
銭
紅
白
手

に
あ
り
、
劃
頭
票
協
の
清
算
は
外
灘
銀
行
の
手
に
あ
り
と
い
は
れ
た
欣
態
で
あ
っ
た
。
支
那
側
薪
式
銀
行
の
立
揚
か
ら
い
へ
ば
、
そ

の
巣
抜
は
代
理
清
算
に
よ
ら
た
け
れ
ば
た
ら
註
か
っ
た
。
支
那
側
新
式
銀
行

Kι
て
銭
誌
に
依
存
す
る
肉
の
も
の
一
は
日
間
割
原
擦
を
使

用
L
、
陸
劃
票
擦
は
銭
駐
に
委
託
さ
れ
て
陸
剥
鳩
舎
に
沿
い
て
清
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
外
同
銀
行
忙
依
苓
す
る
向
白
も
の
は
劃

頭
河
端
磁
を
使
用
し
、
劃
扇
面
市
協
は
モ
の
清
算
白
中
心
で
あ
っ
た
厩
豊
銀
行

(
Z
B
m
E品
。
E
E
E問
伊
良
国

S
E
E伺

F
4。
E
Eロ
)
忙
持

曲
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
。

匪
割
栗
擦
は
銭
症
に
告
い
て
盛
ん
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、
銭
斑
同
支
聞
の
交
流
に
あ
っ
て
も
、
顧
客
と
の
取
引
陀
あ
っ
て
も

昼
部
陸
劃
を
用
ひ
た
も
白
で
あ
っ
て
、
そ
の
決
済
は
陪
剥
綿
舎
に
沿
い
て
相
互
相
殺
白
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

Z
。
臆
一
劃
は
営
日

現
金
取
得
は
由
来
一
泣
い
も
の
で
あ
っ
て
、
現
金
を
欲
す
る
も
白
は
一
日
を
待
う
て
、
邸
ち
期
日
到
誌
の
後
一
日
を
待
う
て
、
始
め
て

現
金
を
靴
取
し
得
る
仕
組
で
あ
う
た
。
隠
劃
票
操
白
起
源
に
ワ
い
て
は
前
清
光
絹
末
葉
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
首
時
銭
業
の
章
程
を
議

定
し
た
る
も
白
が
あ
る
が
、
民
岡
十
二
年
一
月
修
正
の
上
梅
銭
業
管
業
規
則
が
、
歴
劃
の
意
味
す
る
と
乙
る
を
明
確
に
規
定
し
て
ゐ

z

粟
捷
精
算
制
白
槍
酎

第
五
十
六
巻

俸
凹
副
都

タL
丸

回
一
一
一
丸

洋商銀行を以て組織する詳商銀行佐官で'"るが、華尚銀行も若干加入してゐ
る。従って外灘銀行はそ自主主外閣銀行を意味するも自ではない。
ダト灘銀行におげる中心は首初にあっては最古書豊田葬加利銀行出組合長持であ

ーた@
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第
五
十
六
巻

体
凶
腕

O 
O 

粟
蛾
清
算
制
の
樟
討

る
。
そ
の
第
九
保
戊
項
に
い
ふ
「
牧
併
銀
件
、
共
謀
擁
上
加
蓋
『
回
開
劃
」
字
様
闘
章
者
、
均
以
降
劃
銀
洋
牧
付
、
如
営
也
持
現
取
現
、

概
腕
吹
日
限
付
」
と
い
ひ
、
郎
中
h
J

銀
問
、
銀
元
の
受
授
に
つ
い
て
は
、
そ
の
契
機
上
に
「
隠
劃
』
な
る
印
章
を
捺
し
た
る
も
の
は
隠

四
阿

O

劃
銀
嗣
、
銀
一
珂
を
以
て
受
授
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
期
日
に
票
憐
を
以
て
現
金
を
符
ん
と
し
て
も
現
貨
に
は
笠
日
掛
と
危
る
。

己
れ
に
は
上
海
銀
行
替
業
規
程
の
い
ふ
と
己
ろ
が
照
合
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
第
入
保
に
い
ム
「
凡
収
解
款
項
、
有
剖
制
頭
銀
興
師
陣

割
銀
之
別
、
如
票
球
上
加
葉
』
「
匪
劃
』
{
子
様
闘
寧
者
、
郎
以
医
剖
銀
政
付
、
否
則
、
郎
以
劃
頭
銀
牧
付
、
銀
一
克
準
向
、
興
銀
雨
同
」
と

い
品
、
即
ち
金
銭
白
受
授
に
は
剥
顕
銀
と
睡
劃
銀
の
別
が
あ
り
、
田
市
擁
上
『
陸
剖
』
た
る
印
章
の
捺
さ
れ
た
る
も
O
が
隠
却
を
以
て

受
反
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
が
剖
閥
銀
に
よ
る
受
授
と
た
る
の
で
あ
っ
て
、

E
の
閥
係
は
銀
元
冒
と
銀
隔
の
何
れ
に
島
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
と
の
示
ず
と
E
る
に
よ
れ
ば
目
前
時
四
上
に
『
隠
割
』
た
る
表
示
の
如
何
忙
よ
っ
て
臨
剖
と
友
り
、
調
印
叫
と
な
る
わ

け
で
あ
る
。

劃
頭
副
官
揚
は
到
期
の
首
日
に
あ
っ
て
現
金
取
得
可
能
左
る
も
の
で
あ
り
〆
、
外
同
銀
行
忙
お
っ
て
創
始
さ
れ
た
も
の
と
い
ム
。
支
那

側
銀
行
と
し
て
は
元
来
同
闘
白
習
慣
に
従
ひ
隠
割
栗
操
を
沼
周
し
た
が
、
中
国
銀
行
が
民
園
六
年
五
月
一
目
に
至
。
て
劃
頭
を
改
用

ず
る
己
と
に
註
り
、
劃
頭
果
擦
の
使
用
が
始
ま
っ
た
。
匪
割
栗
擦
は
銀
行
並
に
銭
娃
聞
方
両
に
普
通
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
開

子fT .~古
』銀時
白子 に
栴』あ

ものつ
あ稽て
るm もは
。。あ銭

る司王
。伺
又 業
調]者
jjJ'l開
票 の
嫁 受
は 取
外 支
岡 排
鰹&
司T 日:

島章
t車
タト問

襲五
行 足

官品
地 I翌
盤己

れ
をも

保 ふ
管ヨ tむ

し L
7乙 竺亡
も、
市 隆
三 割

高整
る-~.

1J過ご
ら J

し、..， 
タト よ
灘間
銀同

上
海
金
融
市
場
に
む
け
る
哀
擦
は
既
遁
の
如
く
陸
割
栗
操
と
割
顕
栗
嫁
と
に
分
別
さ
れ
た
己
と
に
一
特
色
が
あ
り
、
そ
の
分
野
は

略
述
し
た
が
、
更
に
若
干
中
一
附
加
し
て
世
昔
た
い
。
銭
揺
は
隠
割
栗
擦
を
専
用
す
る
が
、
支
那
側
新
式
銀
行
に
あ
っ
て
も
陸
劃
回
話
機

楊薩滞、申閣金融論、 PP.255-256
事権時、組調入、 lot龍之銭症、 pp.53-5S 
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を
専
用
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
外
園
銀
行
は
割
頭
葉
爆
を
一
専
用
す
る
が
、
支
那
側
新
式
銀
行
に
あ
つ
で
も
劃
頭
票
擦
を
専
則
ず
る
も

白
も
あ
っ
た
。
銀
行
の
視
結
か
川
り
す
れ
ば
属
劃
票
擦
を
専
用
す
る
も
の
は
銭
斑
と
白
交
流
砂
一
主
主
ず
る
も
の
で
あ
り
、
劃
顕
票
擦
を

専
用
す
る
も
白
は
、
外
図
銀
行
と
白
交
流
を
主
と
す
る
も
白
で
あ
り
、
所
調
外
灘
銀
行
と
し
て
洋
商
銀
行
公
品
目

(
E
E凹
E
E品
目

〉

B
E
E
S
)
を
組
成
し
た
る
も
の
に
加
盟
せ
る
華
商
銀
行
に
者
い
て
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
り
間
に
位
す
る
銀
行
は
障
劉
東
擦
と
劃

頭
票
擦
と
を
並
用
す
る
も
白
が
あ
っ
た
わ
砂
で
あ
る
。
銭
旋
は
陸
劃
を
専
用
し
、
外
灘
銀
行
は
劃
頭
を
専
用
し
、
支
那
側
新
式
銀
行

と
し
て
は
雨
穫
を
併
用
し
た
。
銭
班
と
外
灘
銀
行
に
あ
っ
て
は
夫
々
清
算
上
の
常
道
が
制
度
と
し
て
弘
、
叉
制
度
ま
で
に
は
た
ら
宇

ノ

と
も
、
生
起
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
た
だ
支
那
側
新
式
銀
行
に
あ
っ
て
の
そ
れ
は
後
進
的
で
あ
っ
た
。
由
来
、
支
那
金
融
業
白
分

野
は
三
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

E
海
金
融
市
揚
に
h
d

け
る
票
擦
の
清
算
も
と
の
一
一
一
分
野
に
沿
い
て
夫
々
生
成
し
た
も
の
を
求
め
得

る
が
、
勿
論
そ
の
遜
蓮
が
伴
う
て
ゐ
る
。

未
制
度
左
し
て
の
士
法
清
算

外
灘
銀
行
ほ
元
来
、
巾
合
、
規
則
等
た
き
ま
ま
K
自
ら
一
目
組
合
の
如
奇
形
成
に
五
っ
た
も
の
で
あ
る
。
常
初
は
最
古
参
の
婆
加

利
銀
行

(
E
N
E
o
z
a
F昇
。
町

E
E♂
〉

E
E
E
P
P
M
E
}
が
組
合
長
持
で
あ
り
、
後
に
は
降
豊
銀
行
(
問
。

-E写
富
岡
隣
国
品
目
E
E開
E

が
そ
の
地
伎
を
代
っ
て
居
り
、
?
」
己

ι剥
顕
票
携
の
精
算
中
心
が
古
廿
花
し
た
。
隔
世
雨
改
一
死
の
貸
施
に
件
っ
て

そ
の
巾
心
は
陸
聾
銀
行
か
ら
中
闘
銀
行
に
移
っ
た
が
、
更
に
支
那
事
経
後
に
あ
っ
て
は
隠
堕
銀
行
忙
清
算
の
中
心
が
置
か
れ
た
。

国

E
r
E
m
凸
日
明

5
E
Eロ)

外
灘
銀
行
に
訟
け
る
球
螺
清
算
方
法
は
後
述
白
銭
斑
忙
ゐ
け
る
清
算
削
と
同
巧
異
曲
の
も
の
で
あ
る
が
、
制
度
と
し
て
成
立
し
た

も
の
で
は

k
h
v
そ
の
清
算
方
訟
を
簡
略
に
見
る
。
受
掛
白
雨
銀
行
閣
の
清
算
は
両
者
の
相
殺
に
よ
っ
て
倫
差
額
を
残
す
時
は
、
差

畢
採
精
算
制
申
積
討

第
五
十
六
巻

C 

E可
四

第
四
肢

大東亜戦争後にあっては横讃正金銀行が外灘銀.fIにおける中心となワた。
控暁卒、中央銀行論、附錦、 PP.2-7目
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粟
揚
清
算
制
の
樟
討

第
五
十
六
容

静
岡
腕

O 

四
V耳

額
に
つ
い
て
は
『
大
劃
僚
』
が
用
ひ
ら
れ
、
先
に
は
彊
盟
銀
行
後
に
は
中
園
銀
行
と
い
ふ
如
昔
清
算
中
心
に
向
っ
て
清
算
決
済
を
請

ふ
と
と
に
泣
る
。
故
に
E
の
清
算
中
心
を
線
隠
劃
と
た
す
わ
け
で
あ
る
。
外
灘
銀
行
所
用
の
通
貨
は
割
頭
y

と
し
て
流
通
す
る
己
と
は

既
惑
の
如
く
で
あ
る
が
、
営
口
受
梯
と
し
て
各
銀
行
聞
に
受
梯
決
怖
さ
れ
る
方
法
自
慌
が
陸
劃
と
も
稿
せ
ら
れ
る
。
亡
と
で
は
隠
劃

と
は
清
算
の
意
味
で
あ
る
。
乙
の
繍
師
陣
劃
に
一
面
け
る
清
算
に
よ
っ
て
締
陸
劃
た
る
中
心
銀
行
に
現
金
保
管
が
あ
れ
ば
振
替
決
済
を
以

て
完
了
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
た
き
に
よ
っ
て
外
灘
銀
行
に
沿
い
て
は
寄
庫
耕
法
に
よ
り
差
額
の
偏
在
を
執
平
即
ち
相
殺
平
均

せ
し
め
る
。
そ
れ
に
は
清
車
部
ち
清
算
体
票
と
し
て
『
横
脹
』
た
る
銀
行
名
を
積
書
し
た
る
書
類
を
用
ひ
る
。
そ
の
場
合
、
寄
庫
耕

法
は
千
元
以
上
の
大
教
に
つ
い
て
行
は
れ
る
か
ら
社
れ
以
下
の
端
敢
に
つ
い
て
は
猪
未
決
済
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
端
数
に
つ
い
て
も

現
金
の
受
沸
は
な
さ
守
し
て
翌
日
へ
繰
越
計
算
と
た
る
。
闘
よ
り
以
上
の
方
法
に
沿
い
て
は
不
渡
に
属
す
る
現
象
も
生
起
す
る
己
と

は
兎
れ
た
い
。

E
乙
で
は
外
灘
銀
行
に
長
け
る
清
算
方
法
主
略
記
し
た
程
度
に

h
E
め
る
も
の
で
あ
り
、
措
置
上
の
修
正
を
明
か
に

し
た
い
が
、
要
す
る
に
外
灘
銀
行
に
お
け
る
清
算
は
不
成
制
度
白
土
法
た
る
程
度
の
も
の
で
あ
弘
司

ーーー
制
度
と
し
て
の
七
法
清
算

銭
妊
薬
は
一
種
り
園
憶
を
形
成
し
て
居
り
、
銀
行
に
公
舎
が
あ
れ
ぽ
、
銭
業
忙
も
八
官
舎
が
あ
り
、
銀
行
が
上
海
銀
行
業
同
業
公
舎

聯
合
準
備
委
員
舎
を
持
て
ぽ
、
銭
班
も
聯
合
準
備
庫
を
持
ち
、
銀
行
忙
新
式
の
票
接
交
換
所
が
作
一
へ
ば
、
銭
荒
に
は
陸
剖
組
合
が
件

ム
。
然
も
鏡
張
。
成
立
平
き
の
一
故
に
己
白
種
附
帯
機
閥
就
中
清
算
決
済
機
翻
白
組
成
が
時
間
的
民
早
き
を
銭
娃
江
沿
い
γ
て
求
め
得
る

白
で
あ
り
、
隠
割
線
合
白
存
在
は
近
代
的
清
算
組
織
に
快
如
し
た
支
那
金
融
界
に
沿
い
て
、
た
正
ひ
地
域
的
に
は
上
海
に
制
約
さ
れ

た
も
の
と
は
い
へ
、
た
だ
に
支
那
清
算
方
法
の
濫
鯵
E

と
し
て
の
み
た
ら
十
、
一
両
濁
自
の
後
迷
を
註
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
長

111喋卒中央銀行論、附錦、 pp.2~7・3) 



〈
銭
業
市
揚
白
特
殊
性
は
上
海
金
融
市
揚
白
一
中
心
主
左
し
1

E
己

ι公
定
さ
れ
る
折
息
相
岨
輔
副
ち
い
は
ば
貸
付
利
息
は
上
梅
金
融

の
趨
勢
を
左
右
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
金
融
業
務
は
沓
路
左
り
と
し
て
も
、
そ
の
占
む
る
地
位
に
は
軽
視
し
難
い
も
の

が
あ
っ
た
わ
貯
で
あ
る
。
躍
劃
抑
制
舎
へ
は
銭
斑
に
し
て
も
大
同
行
と
稀
せ
ら
れ
る
所
謂
匪
劃
悲
が
既
入
国
D
資
格
に
お
い
て
参
加
す

る
も
の
で
あ
り
、
一
冗
亨
利
貞
の
小
同
行
は
未
入
国
た
る
白
故
に
参
加
す
る
と
と
が
山
川
来
註
い
。
銭
礎
票
擦
り
流
迫
と
し
て
は
殴
劃
斑

の
も
白
が
大
部
分
を
占
む
る
が
、
一
冗
字
続
の
も
白
も
若
干
あ
る
。
共
他
亨
利
貞
等
の
も
の
は
僅
φ
で
は
あ
る
が
、
師
陣
劃
取
に
特
託
し

て
代
理
交
換
を
在
す
と
と
が
司
能
で
あ
る
。
銀
行
業
忙
あ
っ
て
も
そ
の
交
換
所
成
立
以
前

ι恥
い
て
は
各
銀
行
白
手
形
は
隠
劃
妊
に

時
託
古
れ
た
も
白
で
あ
り
、
更
に
外
因
銀
行
の
降
劃
も
亦
E

E
に
交
流
し
た
も
白
で
あ
る
。

匿
劃
謀
総
は
銭
業
同
業
者
聞
に
使
用
さ
れ
る
も
白
で
あ
り
、
銀
行
側
が
使
用
す
る
と
せ
ば
、
匪
劃
疋
主
経
て
底
割
繍
舎
に
代
理
交

換
す
る
己
と
を
前
提
と
す
る

b
け
で
あ
る
。
手
形
交
換
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
現
金
を
得
る
こ
と
は
出
来
た
い
も
の
で
あ
り
、
若
し

現
金
を
得
ん
と
す
れ
ば
笠
日
迄
待
た
一
泣
け
れ
ば
在
ら
泣
い
。
己
の
制
約
は
作
っ
た
け
れ
ど
も
陸
割
線
舎
の
清
算
機
能
は
銀
行
業
の
票

球
交
換
所
が
成
立
以
前
に
あ
っ
て
は
支
那
金
融
機
闘
の
唯
一
の
累
減
清
算
所
で
あ
り
、
銀
行
方
両
と
し
て
は
銭
妊
に
て
決
摘
さ
る
ポ

き
栗
嫁
に
つ
い
て
は
、
代
理
清
算
を
銭
娃
に
委
託
す
る
必
要
上
、
銀
行
は
若
干
の
歴
劃
基
金
を
銭
府
民
頂
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ

け
で
あ
り
、
銭
妊
の
資
金
獲
得
は
と
こ
に
も
有
力
主
る
源
泉
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
劃
閣
は
銭
症
が
外
国
銀
行
乃
至
新
式

銀
行
に
劃
し
て
白
牧
支
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
首
日
現
金
を
取
得
す
る
色
白
で
あ
る
か
ら
、
匪
剰
の
二
目
回
現
金
取
得
と
の
聞
に

清
算
さ
れ
る
揚
合
に
は
雄
頭
加
水
を
生
や
る
。

区
割
総
舎
は
上
海
鋭
議
白
組
成
す
る
清
算
時
別
で
あ
り
、
支
那
に
長
け
る
清
算
方
法
の
濫
傷
と
一
な
っ
た
も
白
で
あ
る
。
属
剖
綿
舎
は

首
初
に
あ
っ
て
は
所
謂
手
形
先
換
所
と
は
趣
を
異
に
し
、
各
延
白
票
械
を
集
中
し
て
交
換
す
る
も
の
で
は
な
く
、
執
公
翠
制
を
採
用

鼎
擦
清
算
制
白
検
討

第
五
十
六
巻

俸
四
擁

O 
コ

四回一一一

同業者閣にibヮて骨定される短期貸付利息をい.1-，1) 



悪
様
清
算
制
由
槍
語

策
五
十
六
巻

四

四

回

紫

四

臨

し
た
。
第
一
次
陀
票
擦
の
搾
認
公
阜
の
受
授
、
第
三
弐
に
会
理
の
親
抵
注
品
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
み
つ
。
営
該
銭
荘
は
夫
々
面
市
操
選

遠
後
会
車
を
受
入
れ
陸
劃
棉
舎
に
廻
迭
し
、
鳩
舎
に
沿
い
で
各
黙
の
振
閉
会
車
と
受
入
会
理
と
を
靴
算
し
、
各
班
の
受
梯
の
綿
差
額

を
算
出
し
た
る
後
『
劃
僚
』
を
張
出
し
、
受
取
悲
は
支
沸
症
よ
り
現
金
を
受
入
れ
る
を
そ
の
機
構
と
す
る
。
と
の
操
作
は
五
百
元
以

O 
凶

上
に
つ
い
て
で
あ
り
、
五
百
元
未
満
白
金
額
に
つ
い
て
は
別
に
決
済
方
法
を
と
る
。

銭
業
準
備
庫
成
立
以
降
、
隠
刻
鳩
合
剖
保
の
耕
法
は
既
に
存
在
せ
十
し
て
、
各
銭
挺
は
何
れ
も
銭
業
準
備
庫
民
営
座
勘
定
を
開
設

し
て
、
各
銭
症
。
受
沸
の
差
額
は
凡
て
銭
業
準
備
庫
K
あ
っ
て
開
眼
し
て
清
算
さ
れ
る
と
と
に
た
っ
た
。
差
額
に
つ
い
て
は
劃
保
土

り
柑
押
川
版
へ
白
推
移
が
あ
り
、
端
数
決
桝
に
つ
い
て
は
解
現
上
り
基
金
へ
の
移
行
が
あ
る
。

近
年
来
銭
業
の
一
票
捺
取
扱
手
績
に
は
逐
究
改
者
あ
り
、
銀
行
業
の
票
操
交
換
所
耕
法
に
倣
ひ
、
銭
業
会
舎
に
も
交
換
所
を
設
立
し

た
。
毎
日
各
合
員
証
は
他
合
員
誕
の
両
市
様
、
を
牧
入
し
て
午
後
公
舎
内

ι減
員
集
曾
せ
し
め
、
そ
白
商
品
擦
を
相
互
に
交
換
す
る
。
そ
の

手
績
は
針
問
闘
章
及
び
会
皐
を
沼
周
じ
牧
支
計
算
し
て
、
組
多
の
揚
合
は
牧
入
の
会
草
を
銭
庫
陀
入
れ
、
机
依
の
揚
合
は
銭
庫
支
慕
忙

上
っ
て
、
収
入
の
会
車
、
と
共
に
銭
庫
忙
廻
付
し
て
轄
隠
す
る
。
若
し
恥
快
の
銭
妊
に
し
て
銭
庫
に
慕
金
不
足
す
る
に
烏
い
て
は
営
時

の
差
額
を
決
済
す
る
に
営
っ
て
、
現
多
の
鋭
妊
に
向
っ
て
顕
寸
を
借
入
れ
銭
庫
接
款
皐
を
取
得
し
、
或
は
銀
行
に
向
っ
て
銀
行
業
同

業
公
舎
聯
合
準
備
委
員
舎
按
款
阜
を
借
入
れ
て
、

属
剖
締
舎
に
長
け
る
清
算
方
法
は
い
は
ば
土
法
で
あ
る

銭
庫
の
決
済
を
た
す
。

が
、
然
も

J

の
制
度
化
さ
れ
た
制
度
上
の
土
法
た
る
域
忙
褒
遼
せ
し
と
乙
ろ
に
特
質
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四

新
式
清
算
方
法
の
採
用

支
那
K
銀
行
裁
の
葉
擦
交
換
所
が
正
式
忙
寅
現

L
た
の
は
民
間
一
一
十
二
年
で
あ
る
が
、
票
捺
交
換
所
の
創
議
は
民
閥
十
一
年
一
一
月

控闘卑、中央銀行論、 p.25 
播子豪、中岡銭殖栴要、 pp.145-146. 
上海銭躍において金額、金高由意に用ひられてゐる。
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短
る参

a

J

出
始

寸
に

ト
しげ叩ド

用
担
採

円
に

九
回

n

即
四

削
年

配
五

町
三

防
、
九

白

一
個
年

g
四

四
十dz 

p
h
民

二

十

二

年

一

月

十

日

比

至

っ

て

票

操

交

換

所

は

五

式

開

業

白

運

び

と

た

っ

た

。

時

町

九

山

一

叫

銀
行
業
の
票
一
環
交
換
所
の
設
か
は
新
式
手
形
交
換
一
問
、
と
し
て
白
賓
現
で
あ
っ
た
ロ
歴
劃
鳩
舎
は
い
は
ば
奮
式
手
形
交
換
所
と
し
て
鍋
む

周
U
に

の
存
在
で
あ
っ
た
o

己
Z
K
支
那
側
新
式
銀
行
と
し
て
は
代
理
交
換
の
清
算
上
の
従
属
性
よ
り
脆
し
、
自
ら
の
粟
擦
交
換
制
を
把
持
中
昭
一
嚇

ー
は
司
。

博
融
業
↓

鷲
ゆ
商
い

楊

h
期
と

卜
一
梅
銀
行
会
曾
の
褒
超
せ
し
と
と
ろ
に
か
か
る
。
首
時
菓
捺
交
張
所
響
備
委
員
舎
の
組
織
あ
り
草
案
を
議
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が

貸
現
に
は
至
ら
泣
か
っ
た
。
民
岡
十
二
一
年
集
議
し
て
中
国
銀
行
に
代
理
交
換
を
委
託
の
と
と
も
企
閲
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
交
通

銀
行
も
亦
中
央
銀
行
の
一
地
位
主
要
求
し
、
安
協
に
至
ら
ざ
る
ま
ま
に
こ
の
計
劃
は
賓
施
を
見
た
か
っ
た
。
民
園
十
四
年
に
は
銀
行
会

舎
の
新
築
成
る
陀
及
び
、
票
擁
交
換
所
忙
つ
い
て
第
三
吹
白
保
規
を
議
定
し
た
る
も
乙
れ
亦
中
止
と
た
っ
た
。
民
国
十
五
年
忙
は
中

圏
、
交
通
銀
行
合
組
に
よ
る
交
換
暫
行
耕
法
を
得
た
る
も
未
だ
貴
行
忙
は
到
達
し
得
友
か
っ
た
。
要
約
し
て
創
議
後
十
年
の
濯
延
を

経
て
漸
〈
要
擦
を
換
所
設
立
へ
の
一
機
舎
が
到
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
白
聞
の
主
た
る
事
情
を
拾
へ
ば
、
民
国
十
七
年
十
一
月
中
央

銀
行
の
五
式
開
業
は
岡
市
擁
交
換
所
の
設
置
へ
の
一
義
底
を
奥
へ
た
も
り
で
も
あ
り
、
十
八
年
先
月
の
票
掠
法
白
公
布
は
葉
線
流
請
の

促
進
に
法
律
上
の
擁
護
を
加
へ
た
も
り
で
あ
り
、
票
操
交
換
所
由
賓
現
は
漸
次
そ
の
機
還
を
熟
成
し
て
来
た
b
け
で
る
ム
ロ
か
く
て

民
園
二
十
一
年
一
月
二
十
八
日
の
一
上
海
事
竣
は
票
擁
交
換
所
成
立
へ
白
具
閥
的
契
機
と
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
事
費
針
策
と
し

て
同
年
二
月
上
梅
銀
行
業
開
業
会
合
聯
合
準
備
委
員
舎
が
成
立
し
、
聯
合
準
備
白
業
務
を
庭
坦
し
並
に
短
期
貸
付
を
行
っ
た
も
の
で

あ
あ
。
と
れ
と
併
せ
て
聯
合
準
備
委
員
舎
は
更
に
上
海
市
銀
行
業
同
業
公
舎
よ
り
受
委
し
て
点
嫁
交
換
を
燐
迎
ず
る
己
と
に
な
り
、

す
る
と
と
に
危
担
、
新
式
銀
行
の
取
扱
ふ
歴
劃
票
擦
は
票
操
交
換
所
に
沿
い
て
慮
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
共
に
新
式
銀
行
の
取

扱
ふ
劃
矧
票
協
に
つ
い
て
も
己
れ
を
鹿
理
す
る
と
と
忙
一
な
っ
た
。
一
一
十
三
年
間
月
の
駿
商
改
元
は
酉
市
議
交
換
所
と
し
て
は
銀
雨
慕
蟻

の
廃
止
と
い
ふ
獲
草
区
到
時
間
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
外
灘
銀
行
陀
あ
っ
て
も
、
銭
症
に
あ
ワ
て
も
夫
々
推
移
の
跡
を

県
掠
清
算
制
伯
検
討

第
主
十
六
巻

O 
、宝玉

四
四
五

第
四
披
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栗
蹴
清
算
制
の
検
討

第
五
十
六
巻

停
四
競

一O
六

四
四
六

見
る
E
と
が
初
来
、
外
灘
銀
行
に
訟
け
る
清
算
中
心
の
一
移
行
、
銭
妊
に
長
け
る
現
代
式
清
算
方
法
の
採
用
の
己
と
が
生
起
し
た
。
か

〈
し
て
銭
班
に
も
4

け
る
清
算
は
従
来
の
土
法
を
一
掬
し
た
る
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
全
面
的
に
醤
態
よ
り
離
脱
し
た
も
の
で
は
た
い
。

そ
れ
は
後
顧
に
譲
り
、

E

E
で
は
新
式
銀
行
の
清
算
方
法
と
し
て
の
票
操
交
換
所
の
建
前
と
銭
班
の
清
算
方
法
と
し
て
の
医
劃
綿
合

と
の
そ
れ
を
支
那
側
の
文
献
よ
り
一
隠
そ
白
要
綱
を
列
項
的
に
封
照
し
て
見
る
。

概
念
相
同

票
機
交
襖
所
の
設
立
は
貸
借
相
殺
の
概
念
に
強
ず
る
も
の
た
る
に
よ
り
、
師
陣
割
線
合
の
役
割
と
せ
る
貸
借
相

殺
は
そ
の
概
念

E
同
ヒ
〈
す
る
も
の
と
い
ふ
己
と
が
問
来
る
。
爾
者
は
そ
の
名
稀
を
具
に
し
成
立
の
時
期
主
同
時
に
す
る
が
、
一
刑
者
は

貸
借
相
殺
た
る
同
一
原
理
民
基
〈
も
の
で
あ
る
。

歴
剖
鳩
舎
の
設
立
た
る
や
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
己
ろ
は
(
イ
)
受
挽
の
千
時
間
白
簡
易
、
(
ロ
)
受
沸
の
時
間
の
一

減
少
、
(
ハ
)
現
金
運
搬
の
煩
持
と
危
険
の
防
止
で
あ
る
。
臨
調
鳩
舎
の
成
立
は
絞

k
の
煩
雑
を
省
略
し
て
清
算
を
不
易
た
も
の
と
左

( 

) 

目
的
相
同

ら
し
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
築
協
交
換
所
白
設
立
も
亦
同
様
の
目
的
を
達
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。

殺
用
相
同

同
胞
割
線
舎
と
点
機
交
換
所
は
そ
の
概
念
、
目
的
を
相
同
じ
〈
す
る
も
伽
と
せ
ば
、
そ
の
殻
用
に
相
同
じ
も
の

を
持
つ
は
事
現
の
営
前
な
る
と
と
る
で
あ
り
、
敢
て
列
車
的
に
取
上
げ
る
ま
で
も
一
泣
い
。
(
イ
)
受
掛
の
手
績
の
簡
易
、
(
ロ
)
受
梯
の

時
間
の
減
少
、
(
ハ
)
現
金
遁
織
の
一
煩
第
と
危
険
の
防
止
の
外
に
、
(
=
)
貨
幣
の
使
用
。
節
約
、
(
ホ
)
準
備
金
の
減
少
、
(
へ
)
共
同
利

益
の
促
進
、
(
ト
)
統
計
材
料
の
集
中
等
こ
れ
で
あ
る
ぺ

(
四
)

特
殊
機
能
相
同

E

E
に
特
殊
機
能
と
し
て
取
上
げ
て
ゐ
る
も
の
は
検
査
制
度
と
信
用
調
査
制
度
が
己
れ
で
あ
る
。
こ
の

問
穏
D
特
殊
機
能
は
庭
剖
鳩
舎
に
沿
い
て
も
、
票
悼
碑
交
換
所
に
語
い
て
も
相
同
じ
も
白
と
し
て

E
れ
を
持
っ
と
す
る
。

(
甲
)

検
査
制
度

腿
劃
総
合
及
び
巣
擁
交
換
所
の
検
査
制
度
は
曾
員
銭
妊
及
び
合
員
銀
行
が
そ
の
規
定
に
従
ひ
、
検
査
員
在
任

構子豪、中岡銭蛙櫛要、 pp.206-209. 

上溝票擁交換所之謡評、中央i相搾月刊、第二巻、第九盤、 p.7 
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命
す
る
も
の
で
あ
り
、
検
車
且
民
は
各
銭
班
、
銀
行
の
偉
業
収
態
主
総
指
し
、
不
確
貨
の
筒
所
を
指
摘
す
る
。
そ
の
改
良
を
促
匙
し
、

必
要
陀
賂
じ
て
は
各
銭
班
、
銀
行
は
同
業
に
針
し
て
共
同
救
済
の
方
策
を
誹
巳
、
金
融
界
め
安
調
帽
を
謀
る
。
と
れ
が
郎
ち
検
究
制
度

の
性
質
で
る

p
、
職
務
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
。
銭
班
、
銀
行
の
金
融
機
関
と
し
て
占
台
る
地
位
は
信
用
重
耐
を
特
に
必
要
と
す
る

一
は
相
互
救
消
D
趨
切
を
期
す
る
も
白
で
あ
る
。
検
査
員
は

検
食
の
機
利
を
享
有
し
、
各
銭
落
、
銀
行
の
内
情
に
つ
い
て
検
査
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
り
、
某
銭
班
、
某
銀
行
内
の
職
員
行
鴻
白
不

も
D
た
る
に
よ
り
、
検
査
制
度
を
一
確
立
し
、

一
は
共
同
取
締
の
強
化
、

正
、
町
営
業
の
不
碑
賞
、
準
備
金
の
不
足
、
其
他
そ
の
業
務
上
危
害
と
た
る
を
認
む
る
時
は
、
陸
劃
綿
合
或
は
園
前
嬢
交
換
所
目
委
員
或

は
A
F
事
に
報
告
す
る
。
か
〈
て
相
営
の
制
裁
及
び
鹿
分
を
加
へ
る
こ
主
に
し
、
合
員
銭
荘
、
銀
行
に
告
い
て
は
業
務
の
確
寅
を
阿
る

と
と
に
泣
る
わ
け
で
る
り
、
不
確
賓
怠
る
銭
荘
、
銀
行
は
自
然
に
消
滅
に
蹄
す
ぺ
〈
、
銭
拡
、
銀
行
の
信
用
は
以
て
増
加
を
辿
り
符

る
も
の
と
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
銭
庭
、
銀
行
の
業
務
を
し
て
更
陀
設
建
せ
し
む
る
己
と
に
た
る
。
・
問
是
観
之
、
匪
劃
綿
曾
及
び

票
強
交
換
所
の
検
査
組
織
は
貨
に
快
ぞ
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
と
す
る
。

(乙)
信
用
調
査
制
度

銭
荘
、
銀
行
の
替
業
は
取
引
の
事
前
に
あ
っ
て
、
踊
客
D
信
用
程
度
を
調
査
す
べ
き
も
白
で
あ
る
は
言

を
侠
た
泣
い
。
陸
劃
組
合
、
葉
捺
交
換
所
は
夫
々
銭
荘
、
銀
行
に
よ
Q

て
組
織
さ
れ
る
も
白
で
あ
る
か
ら
、
隠
劃
綿
舎
、
現
嫁
交
換

所
が
夫
h
k

銭
底
、
銀
行
に
代
っ
て
顧
客
の
信
用
調
交
を
捲
任
ず
る
は
甚
だ
事
主
に
誼
ふ
と
E
勾
と
す
る
。
故
に
陸
剥
総
合
と
葉
探
究

換
所
と
は
臨
容
の
財
産
股
況
及
び
負
債
情
拙
般
に
つ
い
で
詳
細
在
る
調
査
に
努
め
乙
れ
を
保
存
す
る
。
合
員
銭
荘
、
銀
行
は
己
れ
を
査

閲
す
る
を
得
て
、
然
る
後
顧
客
と
誼
宜
、
酌
量
し
七
取
引
を
た
ず
を
得
る
か
ら
、
鏡
荘
、
銀
行
は
そ
の
業
務
上
白
危
障
を
周
遊
消
滅

ず
る
己
と
が
向
来
る
わ
け
で
あ
る
。

五
) 

職
務
相
同

匪
制
訓
鳩
舎
と
慕
擁
交
換
所
。
職
務
は
相
同
じ
も
の
で
あ
る
。
合
員
銭
症
の
禁
憾
の
清
算
、
一
苅
字
競
鑓
荘
、
本

票
様
清
算
制
の
検
討

組
押
瓦
十
六
巻

四
四
七

崎
明
田
腕

O 
七



強
按
清
算
制
の
検
討

俸
五
十
六
巻

俸
凹
腕

O 
J、

川

凶

人

同
銀
行
の
国
消
滅
清
管
の
代
理
、
面
市
機
手
純
由
貿
の
底
迎
、
銭
市
の
議
決
及
び
合
員
銭
舵
聞
の
相
百
一
段
替
、
相
互
按
助
等
は
陪
劃
綿
舎
の

職
務
で
あ
る
。
然
も
己
れ
等
は
京
協
交
換
所
に
あ
っ
て
も
夫
々
設
営
す
る
職
務
ど
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
者
は
職
務
か
ら
い
へ

ば
亦
相
同
じ
も
白
で
あ
る
。

~ 
y、

限
制
入
合
相
同

雄
割
組
合
の
舎
員
銭
症
は
線
舎
内
K
長
い
て
会
町
早
杭
肢
の
権
利
を
享
受
す
る
E
と
が
出
来
る
。
共
飴
の

銭
班
は
乙
の
徳
利
が
友
い
か
ら
、
闘
が
擁
清
算
の
要
あ
ら
ば
、
均
し
〈
す
べ
か
ら
〈
曾
員
銭
班
に
委
託
し
て
代
理
清
算
に
依
ら
た
け
れ

ば
た
ら
な
い
。
然
ト
レ
代
訓
清
算
の
委
託
は
困
難
の
己
と
を
兎
れ
難
い
か
ら
自
己
加
入
忙
よ
り
、

は
委
託
に
工
る
不
便
、
他
は
公
翠

乾
叩
肱
の
棒
利
を
直
接
享
受
を
欲
す
る
わ
け
で
あ
る
。
但
し
そ
の
然
る
脅
得
ぎ
る
所
以
は
匪
劃
を
以
て
銭
殖
の
抽
棚
倉
加
入
を
得
る
に
は

徐
多
の
保
件
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
資
本
の
雄
厚
が
そ
の
一
で
あ
り
、
信
用
の
堅
闘
が
壬
の
三
で
あ
り
、
融
官
業
の
堅
寅

が
そ
の
三
で
あ
る
。
且
入
舎
に
先
立
っ
て
合
員
銭
妊
多
数
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
入
合
時
に
は
若
干
の
入
合
品
質
が
徴
牧
せ
ら
れ
る

等
の
制
限
が
件
ム
。
殺
し
然
白
ぎ
る
に
沿
い
て
は
票
操
清
算
の
と
と
を
阻
止
す
る
の
み
で
た
〈
、
陣
品
質
な
る
合
員
銭
紅
に
累
を
及
す

己
と
に
一
な
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
腫
剖
納
舎
の
入
曾
制
限
の
保
件
は
般
東
苛
酷
在
る
も
の
と
は
見
る
・
へ
き
で
た
く
、
己
む
を
得
ざ
る

¥

め
K
向
づ
る
も
白
で
あ
る
。
築
時
国
交
換
所
は
品
目
員
銀
行
の
資
格
を
制
限
す
る
が
、

E
の
貼
、
雨
者
は
相
同
じ
き
も
の
が
あ
る
。

以
上
陸
劃
棉
舎
と
票
域
交
換
所
と
は
趣
旨
を
同
じ
〈
す
る
に
沿
い
て
多
分
に
同
様
在
る
合
致
賄
主
持
つ
わ
け
で
あ
り
、

A
R
融
機
闘

本
来
の
要
請
に
副
ム
必
要
上
、
と
と
に
相
背
ず
る
事
項
を
求
め
得
自
己
ム
」
が
営
然
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
隠
剥
繍
合
は
銭
症
を
以
て
組

成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
票
擁
交
換
所
は
銀
行
を
以
て
組
成
さ
れ
る
結
果
・
と
し
て
、
前
者
は
諸
問
式
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
持
ち

後
者
は
新
式
金
融
機
関
と
し
て
の
役
剣
E
持
つ
に
悶
り
、
本
来
の
軌
遣
を
初
出
費
す
る
-
も
の
で
は
友
い
が
、

E

E
に
は
手
頼
上
の
相
異

が
生
起
し
て
阜
市
る
白

播子家、中岡鈍荘概要、 pp.218-2225) 
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交
摘
出
手
続
不
同

票
操
交
換
所
は
合
員
銀
行
よ
り
、
所
定
自
時
聞
に
票
操
交
換
事
務
員
主
派
遣
し
て
、
面
市
抽
酬
の
庭
理
に
営

ら
し
め
、
各
行
事
務
員
は
能
行
と
他
行
と
の
交
換
す
ぺ
苦
杢
嘉
誠
に
つ
い
て
の
計
上
を
悲
し
、
モ
の
差
額
を
交
換
所
白
管
理
員
に
提

示
す
る
。
管
理
員
は
繭
「
品
目
提
出
せ
し
と
E
ろ
に
依
っ
て
各
行
自
債
槽
債
務
の
差
額
を
確
定
し
、
受
入
支
出
を
終
り
交
換
の
手
績
を

完
了
す
る
。
然
る
に
廃
劃
線
合
白
交
換
手
績
は
二
段
忙
た
っ
て
居
れ
夕
、
先
づ
所
定
の
時
間
に
臣
官
協
を
廻
付
し
て
、
硲
認
を
求
め
公
皐

を
得
、
然
る
後
綿
舎
に
至
っ
て
現
公
皐
の

E
と
を
行
ム
。
票
擁
交
換
所
に
あ
っ
て
は
た
だ
票
採
交
換
の
手
績
に
お
い
て
底
現
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
隠
剖
総
品
間
に
あ
っ
て
は
票
協
の
柿
認
会
曜
の
受
入
の
Z
と
を
粧
て
、
割
引
公
皐
を
行
ム
も
の
で
あ
り
、
手
続
上
の
相
具

が
あ
る
。

職
務
不
同

隠
劃
抽
間
合
と
環
嫁
交
換
所
の
職
務
の
相
同
に
つ
い
て
は
既
遁
の
如
〈
で
あ
る
が
、
閥
者
の
職
務
に
つ
い
て
は

和
国
間
も
求
め
ら
れ
る
。
雌
劃
綿
舎
の
代
理
清
算
の
一
範
闘
は
鳩
舎
所
在
地
内
の
銀
行
と
一
冗
字
就
銭
斑
と
に
限
ら
れ
る
。
然
る
に
票
掠
交

換
所
は
首
該
地
の
非
曾
員
銀
行
の
代
瑚
の
外
K
、
他
地
方
交
換
白
も
白
も
あ
り
、
属
劃
鳩
舎
と
相
異
る
と
己
ろ
と
す
も

雌
劃
締
曾
と
票
嫁
交
換
所
と
の
集
局
に
つ
い
て
上
遁
ー
の
翻
鞍
に
考
慮
の
所
在
を
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
は

更
に
注
意
す
べ
昔
は
、
匪
割
線
舎
と
禦
抽
閣
安
換
所
在
の
比
較
に
求
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
支
那
に
お
い
て
は
票
様
変
換
所
の
設
立

は
後
れ
た
け
れ
ど
も
匪
劃
抽
棚
倉
白
成
立
は
既
に
早
く
、
茜
式
金
融
機
関
に
告
い
て
は
己
れ
等
の
柿
助
機
闘
を
有
し
て
ゐ
た
己
と
で
あ

る
Q

然
も
銭
涯
と
い
ひ
、
銭
業
公
舎
も
ar一
い
口
、
陸
劃
綿
舎
と
い
ひ
、

E
れ
等
一
一
櫛
の
機
闘
は
字
程
を
厳
重
に
し
、
責
任
を
明
確
に
し

て
金
融
機
関
の
生
命
と
す
る
信
用
の
確
允
に
悲
し
来
っ
た
乙
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

鏡
妊
の
緩
行
す
る
涯
巣
は
、
い
は
ば
紙
幣
と
同
様
忙
流
通
し
、
否
紙
幣
よ
り
も
信
用
の
度
高
き
存
布
で

b
っ
た
。
然
も
銭
班
は
班

粟
を
強
行
す
る
に
自
由
業
務
白
建
前
に
沿
い
て
と
れ
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
何
等
外
部
よ
り
の
制
限
た
く
、
{
日
腐
は
干
渉
白
楠
を
持

事
凶
班

某
健
清
算
制
の
検
討

凹
同
九

第
五
十
六
巻

O 
カa

6)静子豪、中岡錨荘概要、 pp.222-223・



票
械
清
算
制
白
検
討

第
五
十
六
巻

停
四
鵠

O 

四
五

Q

た
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
恐
慌
に
際
合
し
で
は
夜
行
の
取
締
、
同
牧
の
規
定
を
存
ず
る
も
、
平
時
に
あ
っ
て
は
銭
荘
白
自
由
殻

行
に
委
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
顧
客
の
請
求
泣
き
忙
沿
い
て
は
銭
惑
の
問
票
は
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
自
由
設

行
と
い
ふ
も
の
ミ
限
度
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
殊
に
銭
湛
股
東
は
旋
回
ポ
の
清
算
に
つ
い
て
は
無
限
蓮
帯
の
責
を
負
ふ
も
の
と
な
っ
て

ゐ
る
か
弘
、
銭
賠
と
し
て
は
顧
客
と
の
関
聯
に
訟
い
で
銭
湛
内
忙
営
設
顧
客
よ
り
の
預
り
途
た
き
揚
合
又
は
確
貨
危
る
信
用
左
音
揚

合
に
は
斑
票
の
護
行
忙
膝
ぜ
ぎ
る
も
白
で
あ
り
、
己
E

K
荒
票
結
費
抑
止
白
理
由
主
持
っ
た
も
白
で
あ
る
。
舷
票
は
無
記
名
式
を
と

る
故
に
、
活
貨
の
代
替
を
な
し
得
る
も
D
で
あ
り
、
従
っ
て
通
貨
の
快
乏
を
補
ひ
地
金
銀
の
轍
迭
の
煩
岨
買
を
省
吉
、
工
商
金
融
の
疏

通
を
園
滑
た
ら
し
む
る
も
白
で
あ
り
、
来
票
の
設
用
を
E
E
K
求
め
て
ゐ
"
旬
。

か
〈
し
て
漉
票
を
縫
っ
て
金
融
制
度
完
成
へ
の
一
工
作
は
進
展
し
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
り
、
己
れ
を
認
め
る
こ
と
に
暑
い
て
は
異
議

を
持
た
注
い
。
併
し
乍
ら
と
ζ

に
は
悲
哀
を
綴
っ
て
貨
幣
市
場
白
構
築
に
邸
ち
短
期
資
本
白
そ
れ
に
は
資
す
る
と
E
ろ
が
あ
っ
た
と

し
で
も
そ
の
領
域
に
制
約
が
仲
び
況
や
資
本
市
場
の
退
出
忙
帥
ち
長
期
資
本
の
そ
れ
に
は
未
だ
及
ば
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
支
那

に
岩
け
る
資
本
は
民
族
資
本
と
し
宅
の
現
出
が
可
能
と
怒
っ
た
時
期
に
お
い
て
も
商
業
資
本
白
域
よ
り
進
ん
で
工
業
資
本
と
は
な
り

難
い
も
の
で
あ
っ
た
と
と
に
つ
い
て
銭
紅
白
持
つ
一
聯
の
機
能
を
見
て
治
か
左
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

五

銭
業
票
接
交
換
の
濁
立

民
国
二
十
四
年
以
降
、
錨
斑
に
集
中
せ
し
新
式
窪
行
よ
り
の
陸
劃
基
金
D
預
入
は
鋭
業
聯
合
準
備
庫
に
移
管
さ
れ
、
又
票
披
清
算

晶
悼
式
の
嬰
更
が
あ
り
、
他
両
三
十
二
年
新
式
銀
行
に
告
け
る
禦
操
交
故
所
の
正
式
開
業
は
銭
症
の
持
つ
重
要
度
を
減
退
せ
し
む
る
己

と
陀
た
っ
た
。
陵
雨
改
冗
以
前
に
あ
っ
て
は
上
海
金
融
の
逼
迫
緩
慢
の
指
示
は
折
息
相
場
を
以
て
た
さ
れ
た
も
白
で
あ
り
、
更

ι雨
7)冊子豪、中園銭珪樺要、 pp.II2 
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8) J，掲、中岡錯搭概要、 pp_I09-1Ib 



と
元
と
の
交
換
比
率
・
と
し
て
の
洋
庫
相
揚
も
あ
り
、
貸
付
利
息
白
高
低
、
銀
雨
・
銀
元
の
債
格
。
騰
落
乃
至
鋼
一
応
・
銀
角
相
揚
の
大

小
は
凡
で
銭
業
市
揚
の
決
定
相
場
を
基
底
ム
」
し
た
も
白
で
あ
る
。
然
る
に
駿
雨
改
元
以
後
は
洋
厚
相
揚
は
首
然
跡
を
紹
ち
、
民
岡
一
一

十
四
年
白
上
梅
金
融
恐
慌
以
後
は
折
息
相
場
白
地
位
も
締
落
し
、
新
式
銀
行
を
代
表
す
る
中
岡
・
交
通
銀
行
等
白
貸
付
利
息
が
優
位

と
な
っ
て
居
り
、
幣
制
改
革
に
件
ふ
補
助
貨
の
整
理
は
銭
業
市
場
に
告
け
る
柿
助
貨
幣
相
揚
の
意
義
も
減
却
す
る
も
む
と
友
っ
た
。

銭
業
市
揚
と
し
て
上
海
金
融
に
占
む
る
地
位
は
既
に
往
年
の
も
O
で
は
た
〈
銭
班
の
地
盤
は
哀
調
白
一
途
を
辿
る
か
に
見
え
乍
ら
事

饗
下
銭
誕
の
再
興
を
息
は
す
も
の
が
あ
っ
売
。
崎
形
的
現
拍
車
を
措
け
ば
庭
訓
練
舎
は
依
然
銭
荘
巣
械
の
清
算
中
植
を
在
す
も
白
で
あ

り
、
陸
割
制
の
横
張
比
淵
源
す
る
と
己
ら
の
も
の
を
見
た
け
れ
ば
な
ち
友
い
。

二
十
八
年
七
月
四
日
銭
業
準
備
庫
は
銀
行
準
備
舎
に
代
迎
交
換
方
式
を
委
託
し
、
銀
行
票
操
交
換
所
に
参
加
し
た
が
、
二
十
九
年

五
月
十
三
日
銀
行
百
四
接
交
換
所
土
り
退
出
し
‘
自
ら
交
換
機
構
を
組
織
し
、
交
換
事
務
を
島
理
し
て
ゐ
る
。
粟
擁
交
換
改
善
の
た
め

に
規
定
を
改
修
し
た
・
も
の
で
あ
る
が
、
同
業
票
接
交
故
手
績
は
左
一
の
如
き
も
白
で
あ
か
。

同
業
副
読
携
交
換
手
続
は
〈
一
)
牧
款
旺
手
続
即
ち
受
取
東
手
織
と
、
(
一
一
)
付
款
舵
手
積
即
ち
支
排
姫
子
績
と
に
分
ち
、
(
=
一
)
訊
牧
胤

付
手
続
卸
ち
拡
特
決
消
乎
制
に
及
ん
で
ゐ
る
。
更
に
(
四
)
恥
出
交
換
岡
市
機
及
翠
嘉
之
底
割
手
続
卸
ち
不
渡
と
た
り
た
る
直
前
競
に
つ
い

て
の
鹿
迎
千
頼
、
(
五
)
未
入
舎
各
駐
之
製
披
邸
ち
代
理
交
換
の
各
項
に
つ
い
て
そ
の
千
績
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

E

E
で
は
そ
の
要
旨

だ
け
を
抽
出
す
る
に
と
ど
め
る
。

( 

) 

牧
款
妊
手
績
の
要
約
は
弐
の
如
き
-
も
の
で
あ
る
。

て
午
後
三
時
よ
り
牧
款
取
は
膝
牧
票
捺
印
ち
受
取
手
形
に
つ
い
て
寸
収
票
向
車
簿
し
を
用
ひ
て
、
刊
款
妊
に
向
う
て
閉
校
の
賓
と

し
て
設
印
の
押
捺
を
求
め
る
。

嘉
誠
清
算
制
回
検
討

停
五
十
六
巻

E司
王

帯
四
腕
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凹
歪五

二
、
午
後
四
時
よ
り
交
換
を
行
ふ
。
牧
款
症
は
「
同
業
牧
粟
向
車
」
及
び
「
同
業
牧
、
泉
通
知
書
」
を
複
潟
し
て
付
款
症
に
提
出
し
て

交
換
同
車
に
捺
印
せ
し
め
る
。

三
、
「
同
業
収
票
同
皐
」
を
各
付
款
悲
に
提
出
し
、
捺
印
を
受
け
で
牧
款
荘
は
己
れ
を
整
理
す
る
。
設
向
車
の
合
計
綿
額
を
差
敢
報
告

阜
白
本
目
綿
受
入
金
額
欄
に
記
入
す
る
。

( 

ー
) 

付
款
必
手
続

一
、
付
款
躍
は
収
款
斑
よ
り
交
附
せ
る
臆
付
票
擁
卸
ち
支
排
手
形
を
受
入
れ
、
先
づ
向
車
に
記
入
し
て
捺
印
す
る
。

一一
v

票
域
交
換
後
、
牧
款
斑
よ
り
交
附
せ
る
「
同
業
牧
面
市
岡
皐
L

及
び
「
通
知
書
L

を
黙
検

L
て
誤
謬
泣
き
に
岩
い
て
は
、
該
向
車

笠
交
換
詮
印
を
押
捺
し
て
牧
款
斑
に
交
附
し
て
領
牧
の
設
擦
と
す
る
。

三
、
「
同
業
収
葉
通
知
書
」
を
付
款
薙
よ
り
受
入
れ
、
合
計
総
額
を
差
額
表
白
今
回
総
支
出
金
額
欄
に
記
入
す
る
。

( 

) 

靴
牧
草
付
手
続

一
、
本
日
受
入
超
過
の
揚
合
は
差
額
報
告
表
の
今
日
受
取
変
換
尻
欄
忙
記
入
し
て
、
銭
業
聯
合
準
備
庫
に
慌
込
む
。

二
、
本
日
支
向
超
過
の
揚
合
は
差
額
報
告
表
の
今
日
支
排
交
換
尻
欄
忙
記
入
し
て
、
「
銭
庫
支
車
」
を
作
製
し
て
鋭
業
吻
合
準
備
庫
民

提
替
へ
る
@

三
、
各
班
は
差
額
報
告
表
に
記
入
後
、
交
換
同
車
を
附
し
て
、
鑓
業
聯
合
準
備
庫
に
差
出
し
以
て
鮪
検
に
費
す
。

書
」
は
付
款
班
に
保
仔
し
検
去
に
備
ム
も

「
同
業
牧
商
品
通
知

同
業
票
減
交
換
手
輔
聞
に
お
い
て
規
定
す
る
と
己
ろ
は
銭
業
に
九
百
け
る
商
官
接
清
算
の
到
達
せ
る
現
段
階
を
示
す
も
白
で
あ
る
。
そ
己

に
は
新
式
清
算
へ
投
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
支
那
に
長
け
る
士
法
と
し
て
の
名
残
を
外
廓
に
存
し
て
も
ゐ
る
。
己
己

事L出交換票操及退票之島理手績にワいては省略した③
品業曙操完換規則にヲいても省略した。査換時閣にヲバ疑貼あるも、乙れを

ふ費料に依「を以て同書課擁交換手績四方によワた@

2) 
3) 



に
問
題
。
所
在
は
清
算
方
法
の
如
何
に
存
す
る
も
の
よ
り
も
、
銭
業
陀
沿
け
る
票
操
清
算
ム
」
銀
行
業
k
h
w
け
る
面
市
擁
清
算
と
の
聞
に

一
疋
化
。
傾
向
を
辿
り
つ
つ
も
二
一
克
的
な
る
も
の
白
持
績
さ
れ
て
ゐ
る
己
と
に
伏
投
ず
る
。

銭
業
の
国
市
嫁
清
算
は
そ
れ
自
聞
に
幾
生
の
由
来
を
持
ち
、
調
自
民
護
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
支
那
白
揚
合
支
那
側
新
式
銀
行
の
後

進
性
は
売
れ
ざ
り
し
も
の
で
あ
り
、
外
的
制
約
と
内
的
束
縛
と
が
怪
枯
と
左
り
、
金
融
地
設
の
賓
現
も
遅
滞
し
勝
ち
白
も
D
で
あ
っ

た
。
園
町
擁
清
算
に
つ
い
て
も
そ
の
経
過
は
樹
め
て
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
式
銀
行
に
ゐ
け
る
票
操
交
換
の
勢
力
は
支
配
的
な

る
も
の
を
得
る
や
K
見
受
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
後
に
設
立
さ
れ
た
銀
行
業
の
票
操
清
算
の
施
設
は
先
に
存
在
せ
し
銭
業
の
栗
城

清
算
を
包
様
せ
ん
と
す
る
趨
勢
。
下
陀
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
が
優
勢
で
あ
る
か
の
検
出
よ
り
も
、
何
れ
に
せ
よ
一
元

化
白
賓
現
は
支
那

ιゐ
け
る
貨
幣
流
通
組
織
を
補
強
す
る
も
の
と
見
た
け
れ
ば
左
ら
左
い
。
そ
れ
は
銭
業
白
傾
向
に
お
け
る
も
白
は

い
は
ぽ
自
律
的
推
進
に
長
い
て
で
あ
り
、
銀
行
業
白
傾
向
k
h
け
る
も
の
は
い
は
ぽ
他
律
的
推
進
に
島
い
て
前
進
す
る
と
E
ろ
に
動

向
の
決
定
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
何
れ
で
あ
っ
て
も
」
一
一
花
的
に
貨
幣
流
通
白
闘
滑
、
金
融
疏
過
の
確
保
が
期
せ
ち
る
れ
ば
支
郊
の
経

済
統
一
目
資
ず
己
と
に
た
る
は
勿
論
で
あ
る
。

因
み
に
=
一
十
年
八
月
属
却
は
取
止
と
な
っ
て
居
り
、
巣
地
時
交
換
白
劃
象
は
現
紗
と
し
て
の
存
在
と
剖
頭
印
ち
隠
閣
と
し
て
白
存
在

の
み
と
た
つ
わ
凶
己
と
に
は
新
報
険
制
度
の
持
つ
役
割
が
浮
出
て
来
る
白
で
あ
る
が
、
本
稿
に
沿
い
て
は
銭
班
が
新
事
態
忙
面
接
し

つ
つ
も
未
だ
上
海
金
融
機
構
の
一
元
化
に
距
離
の
存
在
し
て
ゐ
る
と
と
を
指
摘
し
て
結
び
と
す
る
も
白
で
あ
る
。

禁
柚
蝉
精
算
制
の
検
討

第
五
十
六
巻

一一

四
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